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─ ISO27001 ISO9001 の活用 ─
A Study on IT Internal Control
─ Practical Use of ISO27001 and ISO9001 as Frameworks ─
赤　林　隆　仁
AKABAYASHI, Takahito
　日本の上場企業は IT 化が進展しており、内部統制においても IT を前提としたものが
要求される。そのための安価で適用し易いフレームワークとして多くの企業で経験のあ
る ISO ２7００1（情報セキュリティシステム）、ISO ９００1（品質システム）を活用できない
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るCOBIT（Control Objectives for Information 











































査（Sarbanes-Oxley Section 404-Costs and 























































Section 404-Costs and Implementation Issues: 






















































































































































































































































































































６．Ken Vander Wall, National Quality Leader, E&Y 
ISACA Sarbnes Onference 2004/4/6
でISO ２7００1やISO ９００1を取得しており、そ
れを維持管理する人材も有している。企業に
よってはこれら２つの規格を技術管理部門内
等の同一の人材で行っている場合もある。
　そこでISO ２7００1、ISO ９００1の維持管理部
門の人間や構築経験のある人間を中心に、財
務会計システムとそれに関連するシステムに
従事する部門のメンバーを加えたプロジェク
トチームを編成して、両規格をフレームワー
クとした内部統制システムの整備を行う事
により、COBIT準拠の専任体制を組んだ場合
と比べて構築費用を削減できるものと予想
される。対象システムの規模にもよるがISO
２7００1、ISO ９００1の取得には当初から取り組
んだ場合では社内対応工数を含めてそれぞれ
3０００～5０００万円の費用が発生する。既に他部
門で取得済の場合はこれよりも若干低くなる
ので、両基準を取得するための費用を合計し
てもCOBIT準拠の場合の平均予測費用２.6億
円を下回ることが期待できる。
　また更に以下のような定性的効果が期待で
きる。
　（１）既に経験のある担当者が既知のフ
レームワークで取り組むため、基本的な
検討部分の分析や対策の検討に要する時
間を削減することができる。
　（２）外部に依頼せず、関連部門を巻き込
んだ活動を展開できるので、全員参加型
のリスクマネジメントシステムを構築す
る事ができ、より実効的な対策が展開で
きる。
　（３）ISO規格ではPLAN→DO→CHECK→
ACTIONのマネジメントサイクルによる
継続的改善の仕組みを形成することが求
められるので、運用して行くに従い効果
が上がって行く事が期待できる
